
古紙配合率 100％再生紙を使用しています
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　春の訪れを告げる「アマメハギ」
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0404

立春の前夜、サイケ（手桶）と包丁を手にした鬼たちが厄払いをしながら家々をまわ
る国指定重要無形民俗文化財「アマメハギ」。アマメとは、長く囲炉裏にあたると

脛
すね

にできるウロコ状の「火だこ」のこと。怠け者の印であるアマメを削ぎ、農耕時期を
控えた人々の心を戒

いまし

め、豊作や家内安全を祈願する。鬼は「あまめー！」と威勢よく声
を張り上げ、親のいうことを聞かない子どもはいないかと脅して回る。鬼があがりこん
だ家では勤勉勤労を誓い、小銭や菓子を手渡して退散してもらう。秋田県のナマハゲや、
輪島市にも同様の風習が伝えられているが、節分の夜に行うのは能登町だけである。こ
の夜だけは鬼に扮した地元の小中学生たちが神の使いとなる。秋吉、河ヶ谷、清真地区
で受け継がれている、素朴で貴重な伝統行事である。


